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富山大学と三協立山株式会社との
共同研究講座を設置
　８月24日、富山大学五福キャンパスにおいて、三協立山株
式会社との共同研究講座設置に係る共同記者会見を開催しま
した。本学からは齋藤学長、北島研究担当理事、柴柳先進軽
金属材料国際研究機構副研究機構長・先進アルミニウム国際
研究センター長が、三協立山株式会社からは平能社長、花木
技術統括室長・三協マテリアル社副社長、高井三協マテリア
ル社理事が出席しました。
　今回の共同研究講座設置は、富山大学が有するアルミ基礎
的研究資源と三協立山株式会社が有する製造技術資源を融合
し、単独では困難な研究課題に果敢にチャレンジすること
で、新たなシナジーを生み出し、カーボンニュートラルへの
礎を築くとともに、社会変化に資する研究成果の実現を目指
すことを目的としています。

第１回富山大学リエゾンプロフェッサー・
アセンブリーを開催
　11月24日に、第１回富山大学リエゾンプロフェッサー・ア
センブリーを開催しました。
　本学では、国際ネットワーク強化のための方策として、今年
度、リエゾンプロフェッサー制度を創設しました。同制度は、
本学の卒業・修了生等で海外の大学等で教育研究職に就いてい
る者をリエゾンプロフェッサーとして委嘱し、国際交流に関す
る諸活動を行ってもらうことで、本学の更なる国際ネットワー
クの構築・推進につなげることを目的としています。

ホタルイカの光を糖尿病腎症の
早期診断に利用する
　学術研究部医学系の石本哲也助教らは、ホタルイカの発光に
必要なルシフェリンという化合物が、アルブミンと結合して発
光するという現象を発見しました。
　糖尿病の合併症の糖尿病腎症の早期診断には、尿中のアルブ
ミンという蛋白質の濃度測定が不可欠です。ホタルイカルシ
フェリンを尿中アルブミンの測定に使用するために、尿中蛋白
質の精製法や反応条件を最適化し、ホタルイカルシフェリンを
用いて尿中アルブミンを定量することに成功しました。ホタルイ
カが医療計測のために役立つという報告は今回が初めてです。

「GEIBUNオープンエアミュージアム
　in 環水公園 2022」を開催
芸術文化学部は９月

３日から25日までの期
間、富岩運河環水公園を
会場とし、「GEIBUN
オープンエアミュージア
ムin環水公園2022」を
開催しました。この取組
みは2010年より実施し
ており、今回で13回目の開催となります。
会場の環水公園は、豊かな緑と水に囲まれた市民の憩いの

場となっており、教員や学生が制作した作品を野外展示しま
した。それに加え、来場者が参加するワークショップや、現
地で作品をつくりあげる公開制作を行い、一般市民や観光客
の方々に教育研究活動を発表するとともに芸術文化への関心
を深める機会を提供しました。

ホタルイカは第4腕から
強い光を放出する。
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〇Neuro2022（第45回日本神経科学大会/
第65回日本神経化学会大会/
第32回日本神経回路学会大会）
2022年6月30日～7月3日
＜若手道場優秀発表賞＞

（医学薬学教育部博士後期課程2年）
井城　綸沙

〇第20回学生フォーミュラ
日本大会2022
2022年9月6日～9月10日

＜総合6位入賞＞
富山大学フォーミュラ
プロジェクトチーム

〇とやまドローン学生交流競技大会
＜優勝＞

（工学部機械工学コース3年）
小道　文也、浦川　拓巳
（工学部電気電子工学コース１年）

山川　玲和
（工学部機械工学コース１年）
丹下　惟登、吉松　昇輝

〇第48回臨床神経病理懇話会
2022年11月12日、13日

＜優秀発表賞＞
（医学部医学科3年）
小川　京華

〇展覧会「工芸2022」
2022年11月19日～12月25日

＜審査員賞＞
（芸術文化学部美術・工芸コース3年）

近藤　虹輝

〇第78回北陸学校保健学会
2022年11月26日

＜優秀発表賞＞
（医学部医学科4年）

市川　純、　染川　真由
（学術研究部医学系准教授）

 山田　正明

〇第76回富山県医学会
2022年12月4日

＜優秀賞＞
（医学部医学科5年）
後藤　佳怜

（学術研究部医学系准教授）
山田　正明

〇第84回日本病理学会中部支部
交見会
2022年12月10日

＜学術奨励賞＞
（医学部医学科6年）
住吉　紗代子

〇第62回富山県デザイン展

＜奨励賞＞
（芸術文化学部 建築デザインコース 2年）

石崎　フィリッペ

〇2022年度グッドデザイン賞

＜ニューホープ賞＞
（芸術文化学部2021年度卒）
吉田　陽菜　林原　穂高
山田　香菜　山上　桃　

〇第81回日本公衆衛生学会
2022年10月

＜Best Reviewer賞＞
（学術研究部医学系准教授）

山田　正明

〇2022年度塑性加工春季講演会
2022年6月3日～5日

＜優秀論文講演奨励賞＞
（理工学教育部機械知能システム工学専攻2年）

安田　開斗

〇2022年度日本塑性加工学会
2022年6月3日

＜新進賞＞
（学術研究部工学系助教）

船塚　達也

〇2022年度グッドデザイン賞

＜グッドデザイン賞＞
福祉ホーム[ストリームビル]
（学術研究部芸術文化学系教授）

大氏　正嗣

〇2022年度グッドデザイン賞

＜グッドデザイン賞＞
10年を超えて続く産学官の

地域活性化活動
「高岡クラフト市場街」
芸術文化学部

〇World Congress on Micro
and Nano Manufacturing 
2022(ベルギー)

＜貢献賞＞
（学術研究部工学系教授）

笹木　亮

受 賞 者 一 覧受 賞 者 一 覧 2022年6月～12月

富山大学基金事業富山大学基金事業 留学体験記

この度は、富山大学基金事業学生海外留学支援プログラムの奨学生
としてご支援いただき、誠にありがとうございました。
留学を通じて私が得られた成果は、語学力はもちろん、異文化理解、
新しい言語への抵抗が減ったこと、積極的に人と話すこと、自分の意見
を持つことです。
留学先がマレーシアということで、新しい言語としてマレー語と中国語
を少し勉強していました。その甲斐もあって、現地の人とはマレー語で会
話することにより理解や交流を深めることができ、学校では中国や台湾
からの留学生の中国語がわかるようになり、話す機会が増えたので、とても嬉しく思いました。
積極的に会話をしていくうちに、人と話すことに抵抗がなくなりました。昔から、初対面の人には緊張することがありました
が、会話を続けていくと緊張感や抵抗感が少なくなったと思います。英語や様々な言語を話せることで、旅行先で出会った外
国人とも会話でき、その人たちの国を知り、行ってみたいという気持ちが生まれました。
さらに、自分の意見を持つことの大切さを感じました。他国の留学生から「日本人は人に流されやすく、NOと言わない」と言
われ、気づかされました。しっかりと自分の意見を持ち、それを相手に伝えることで初めて意見交換ができるということを改め

て実感しました。
今後も身に付けた言語を継続して学び、
語学力を生かした仕事に就きたいと考えて
いるので、外国にも支社がある企業を中心
に就職活動を行っています。将来的には、海
外での仕事を通じ、国際社会の発展に貢献
できるよう努めていきたいと思います。

留学先　トゥンク・アブドゥル・ラーマン大学（マレーシア）

留学先　オルレアン大学（フランス）

私はオルレアン大学のフランス語学院で、フランス語とフランス
の文化についての授業を受けました。発音や文法など幅広く学習
することができ、選択授業もあるので自分の苦手な分野を伸ばすこ
ともできます。現地の学生と授業を受けることはありませんでした
が、学生主催のイベントなどを通じて現地や他国の学生と交流す
ることができました。自分の目的を心に留めて授業を受け、周囲と
積極的に話したことで少しずつ語学力が向上したと思います。ま
た、宗教祭祀の地方差について、自分の研究をより深化させるこ
ともできました。様々な土地へ赴き実際に異なる文化や価値観に
触れることは、自分自身の考え方を見つめ直すきっかけにもなり
ました。素晴らしい経験をさせていただき誠にありがとうござい

ました。この経験を元に、将来は、言語や文化の違いを伝え、それらに困っている人々を助けられるよう、留学を目指
す学生の支援に携わることができたらと考えています。

経済学部経営学科４年　辻　拓弥

人文学部３年　豊田　悠美子

ルームメイトとのホームパーティー

留学生同士の交流

オルレアン大学校舎

クアラルンプール国際空港でのお見送り

祝
受賞
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